
 

 

 

漂流！無人島サバイバル・はばたけスカウト 

3月 22日（日） 団行事「漂流！無人島サバイバル」体験会 

今回は体験会も兼ねた団行事として、「漂流！無人島サバイバル」というテーマのハイキングに参加しました。ビーバー・カ

ブ・ボーイ・ベンチャーが混ざった混成チームで活動し、年齢の違うスカウト同士で協力しながら、ゴールへの脱出を目指し

ます。活動のスタートは、ローバースカウトのお兄さんたちによる寸劇から。物語の世界に引き込まれた？ところで、いよいよ

サバイバルハイクが始まりました。まずは、与えられた暗号文の解読からスタート。チームで協力して解読し、できたチームか

ら順に出発します。無人島の地図を手に、ポイントを探して進んでいく中で、各ポイントでは「どちらを選ぶか」という選択が

求められます。「こっちに進む？」「いや、こっちの方が安全かも」など、チーム内で相談しながら進む姿が見られました。選

択を間違えるとゲームオーバーとなり、前のポイントからやり直しになるため、真剣に考えていました。ビーバースカウトたち

も助けてもらいながら、自分の意見を伝えたり、一緒に考えたりと、しっかりとチームの一員として活動していました。最終的

には、8チーム中 7チームが制限時間内にゴールすることができ、楽しいハイキングとなりました。 

 

 

 

 

 

3月 29日（日） はばたけスカウト ～1年のふりかえり～ 

今年度最後の活動は、1年間のふりかえりとして「ビーバー新聞づくり」に取り組みました。これまでの活動写真を見返し

ながら、「どんなことをしたかな？」「どれが楽しかったかな？」と、一人ひとりが思い出を振り返ります。自分が写っている写

真を選び、それをもとにオリジナルの新聞を作成しました。発表の前には、ちょっとしたパーティーも開催！チーズフォンデュ

やチョコフォンデュ、カレー＆ナンなどをみんなで囲み、楽しい時間を過ごしました。さらに、ガスコンロを使ってポップコーン

や焼きマシュマロも作りました。お腹も心も満たされたところで、いよいよ新聞の発表です。自分の言葉で１年間を振り返り

ながら発表する姿に、スカウトたちの成長を感じることができました。今年度も、怪我や事故なく無事に活動を終えることが

できました。これもひとえに、保護者の皆さまのご理解とご協力のおかげです。心より感謝申し上げます。来年度も、スカウト

たちが楽しく、そして成長できる活動を続けてまいります。 

引き続きビーバー隊へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。１年間、本当にありがとうございました！ 
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